
 

 

イタリア館に展示をしているレスキューロボットを作った 
博士(Michele Guarnieri 氏)が講演会を開きます 

 

 
広瀬茂男教授 昭和 22 年 12 月東京生まれ。昭和 41 年

東京都立日比谷高校卒業、昭和 46 年横浜国立大学工学部

機械工学科卒業、昭和 51 年東京工業大学博士課程制御工

学専攻修了（工学博士）。同年同学機械物理工学科助

手。昭和 54 年同助教授。平成 4 年東京工業大学機械物 
理工学科(平成 12 年以降機械宇宙システム専攻)教授。現

在に至る。昭和 57 年米国オハ イオ州立大学客員助教

授。平成 14 年中国科学院沈陽自動化研究所名誉教授。日

本機械 学会・IEEE Fellow。 

 

 

 

Michele Guarnirei  2001 年日本にイ

タリアから来日し、奨学生として

東京工業大学機械物理学学科で学

んでいて広瀬教授との出会いが彼

の人生を変えました。イタリア館

で彼のロボットを展示してから有

名になり将来のイタリアのロボッ

ト界を背負うであろうと騒がれて

います。彼の作るロボットは主に

人間がいきとどけない危険な場所

で活躍するロボットです。 

－お電話で予約してくだ

さい－  
Tel. 0561-64-6380 
（定員 70 名） 
（定員に満たない場合は

講演会は中止させていた

だくこともございます） 

このたび愛知万博イタリア館では、ハイテクロボットの展示とその未来展望に関する展示・講演

会を開催する運びとなりました。一般のお客様も参加することができます。イタリア・日本のロ

ボット界に関する興味深いお話が聞ける貴重な機会です。是非ともお越しください。 

 


